
い
し
か
わ 

SAKURA SUGI UGUISU

平成18年2月1日発行 
第553号 

�
���� �����	�


町
が
好
き
、人
が
好
き
、み
ん
な
で
つ
く
る
町
が
一
番
好
き
 

ご
み
分
別
が
黄
色
信
号
！ 

―
2

も
う
す
ぐ
一
年
生 

―
6

町
県
民
税
申
告
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

―
7

合
併
５０
周
年
記
念
特
集 

―
8

街
か
ど
探
検
隊
・
カ
レ
ン
ダ
ー 

―
１０ 

こ
ん
に
ち
は
・
み
ん
な
の
広
場 
―
１２ 

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー
、
ほ
か 
―
１４ 

国
保
だ
よ
り
、
ほ
か 

―
１５ 

小
さ
な
美
術
館
、
ほ
か 

―
１６
 



ご
み 

  
分
別
が 

〜
混
ぜ
れ
ば
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜 
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特　　集 FEATURE ARTICLES

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
５
種　

分
別
の

１４

１０

１７

ご
み
収
集
方
法
。
収
集
・
処
理
の
現
場
で
は
今
、
困
っ

た
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。「
資
源
ご
み
の
減
少
」「
可

燃
ご
み
の
増
加
」
資
源
に
な
る
ご
み
も
分
別
し
な
け
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
と
し
て
処
理
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
別
す
れ
ば
資

源
。
な
ぜ
ご
み
分
別
は
必
要
な
の
か
、
今
回
も
う
一
度

考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

����������

焼却炉に搬入され焼却。
灰は最終処分場へ

可燃ごみ

リサイクルできる部分を
取り除き、破砕され最終
処分場へ

不燃ごみ

解体され、可燃ごみと不
燃ごみに分けられます

粗大ごみ

正しく処理されているも
のはリサイクルへ

資源ごみ

専門業者へ処理委託有害ごみ
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●僕をいじめないで�
　資源ごみの分別が始まってから、ある程度ごみが減量され、僕、焼
却炉も随分と楽をさせてもらいました。燃やすのに、とっても大変な
ペットボトルや発泡スチロールといった石油製品などが少なくなった
からね。でも最近、悩みがあるんだ。どうも、変なものを燃やし始め
たみたい。おかしいな～と思って、ぼくと一緒に働いているおじさん
たちに聞いてみたら「ごみの中にリサイクルされるはずのペットボト
ルや発泡スチロール、ダンボールが混じっているみたいだ」と話して
くれた。どうして？せっかく分別収集が始まって僕の負担も軽くなっ
たはずなのに！聞くところによると僕を動かすために、石川町からも
毎年たくさんのお金が支払われているみたいだ。僕の仕事が減れば、
お金も減らせるし、僕の寿命だって延びるはずなのに。

�焼却炉へ無造作に投げ込まれた
　ダンボール。これも立派な資源へ

　

ご
み
は
大
き
く
分
け
て
家
庭
系
ご
み
と

事
業
系
の
ご
み
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
普
段
、

私
た
ち
が
集
積
場
に
出
す
ご
み
が
家
庭
系

で
す
。

　

平
成　

年
度
の
石
川
町
で
出
さ
れ
た
家

１６

庭
系
の
可
燃
ご
み
（
焼
却
さ
れ
る
も
の
）

は
２
８
８
４
㌧
。
平
成　

年　

月
、
き
ら

１４

１０

ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
て
か
ら

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
年
間
約
千
ト
ン

の
可
燃
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
度
を
見
る
と
少
し

１６

ず
つ
可
燃
ご
み
が
、
増
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
様
な
こ
と
が
起
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
資
源
ご
み
が
平
成　
１５

年
・　

年
度
で
比
べ
て
み
る
と
な
ん
と
約

１６

２
割
も
減
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
現
状

焼却炉くん
威風堂々の僕は、がんばってごみを燃
やすのが仕事さ！一日だいたい１６時間
働いているよ。一度くらいは、見たこ
とがあるでしょう。今日は僕の話を聞
いてくれよ。

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成
12
年度
 

平成
13
年度
 

平成
14
年度
 

平成
15
年度
 

平成
16
年度
 

●石川町の家庭系可燃ごみの推移（単位：トン） 

●石川町資源ごみの搬入量

資源ごみとしてクリーンセンターへ搬入された量 

平成15年度

1,023トン 
平成16年度

833トン 

3,683 3,852

3,378

2,806
2,884

この人に聞きました。

資
源
ご
み
が
減
少
？



勘
違
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

分
別
の
仕
方

こ
こ
で
は
分
別
さ
れ
て
は
い
る
の
で
す
が
間
違
っ
て
い
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
困

難
に
な
っ
て
し
ま
う
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
大
丈
夫
で
す
か
？

���������������������������������������������������������������������������������������������������											
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�
洗
浄
さ
れ
ず
に
出
さ
れ
た

　

そ
の
他
の
プ
ラ

　

分
別
さ
れ
て
も

�
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん

������������������������������������������������������������������

���������	
����
���������	�
��
��������	
����
�������

▲全体の２割近くにフタやラベルが…
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特　　集 FEATURE ARTICLES

　

き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
「
粗
大

ご
み
処
理
施
設
」
と
「
最
終
処
分
場
」
か

ら
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
粗
大
ご
み
処

理
施
設
」
は
、
運
び
込
ま
れ
た
不
燃
ご
み

や
粗
大
ご
み
の
中
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
も
の
を
取
り
出
す
と
同
時
に
回
収
さ
れ

た
資
源
ご
み
を
有
効
な
形
で
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
に
の
せ
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
最
終
処
分
場
」
は
、
焼
却
施

設
か
ら
出
る
灰
や
粗
大
ご
み
処
理
施
設
で

残
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
を
安

全
に
埋
め
立
て
る
施
設
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

「
資
源
ご
み
」。
皆
さ
ん
が
正
し
く
分
別

し
て
く
れ
る
こ
と
が
大
変
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

間
違
っ
た
分
別
や
混
入
が
あ
る
と
、
リ

サ
イ
ク
ル
出
来
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
分
け
た
ご
み
も
間
違
っ
て

い
れ
ば
、
た
だ
の
不
燃
ご
み
や
可
燃
ご
み

に
変
わ
り
、
最
終
的
に
は
最
終
処
分
場
へ

埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の

で
す
。

き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
ま
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
は

皆
さ
ん
の
拭
が

語
す

Š ¨0¬ •��
�’ ÎPÅ0sàˆ•[	 � Ú`ê P



�������������������������������������������������������

��������	
����
���������	
���
��������

▲内側にアルミ加工されたもの、そそぎ
　口がプラスチックのものは不可です
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▲洗浄されないもの、穴を開けたガスボ
　ンベも不可

▲間違って混入されやすいもの

��������������������������������������������

�����������	
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��������	
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��������	
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���������	
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▲ビデオテープ→可燃ごみへ
　ライター→可燃ごみへ
　ガスボンベ→穴を開けて

▲おどろくほど資源ごみが…
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み
な
さ
ん
、
ご
み
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
？
「
汚
い
」「
臭
い
」「
見
た
く
な

い
」
そ
し
て
「
無
く
な
れ
ば
い
い
の
に
…
」　

　

い
ま
、地
球
環
境
は
温
暖
化
や
酸
性
雨
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
な
ど
過
去
最
悪
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
掘
り
出
し
大
量
生
産
大
量
消
費
そ
し
て
ご
み

を
大
量
に
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
球
は
ご
み
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
�

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
の
か
？
そ
れ
は
「
ご
み
が
無
く
な
れ
ば
い
い
の
に

…
」
そ
う
ご
み
を
減
ら
せ
ば
い
い
の
で
す
。

　

も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
み
を
分
別
し
て
再
生
す
る
。
ご
み
を
再

利
用
す
る
な
ど
、
ご
み
を
少
な
く
す
る
生
活
は
、
も
の
を
買
っ
た
り
、
つ
く
っ
た
り
す

る
と
き
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
そ
し
て
将
来
の
子
ど
も
達
が
安
全
で
美
し
い
環
境
の
中
で
暮
ら
せ
る
よ
う

一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と
考
え
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ご
み
が
無
く
な
れ
ば
い
い
の
に
�

地球さん
みんなが住む地球、現在ばかりでなくこれからもずっと永遠に
人々の暮らしが続いていきます。

▲紙パックは別に出してください

この人に聞きました。
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もうすぐ 

一年生 
もうすぐ 

一年生 
もうすぐ 

一年生 

　

平
成　

年
度
の
新
入
学
児
童
は
、
平
成　

１８

１１

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で

１２

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
確
認
い
た
だ
き
名
前

の
ま
ち
が
い
、
も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

石
川
町
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

　

な
お
平
成　

年
１
月　

日
現
在
の
住
民
基

１８

１８

本
台
帳
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

　

�
２
６
―
９
１
３
５

鈴
木　

海
、
前
田
和
樹
、
影
山
真
也
、

鵜
沼
聖
陽
、
緑
川
大
夢
、
小
池
佑
穂
、

山
田
碧
海
、
鈴
木
啓
人
、
酒
井
陽
輝
、

大
島
陸
久
、
急
式
輝
、
桑
田
拓
実
、

大
河
内
篤
、
小
池
泰
宇
、
橋
本　

匠
、

生
田
目
樹
、
五
十
嵐
好
耶
、
添
田
侑
生
、

水
野
大
夢
、
大
平
卓
臣
、
鈴
木
拓
海
、

鈴
木
琢
磨
、
菊
池
健
介
、
有
賀　

睦
、

八
木
沼
宏
紀
、
小
川
雄
也
、
泉
紳
太
郎
、

仲
田
義
美
、
水
野　

翼
、
児
玉
莉
央
、

上
遠
野
龍
、
渡
辺
大
貴
、
鈴
木
健
太
、

鈴
木
龍
斗
、
金
内　

渉
、
山
崎
和
紀
、

遠
藤
駿
太
、
湯
澤
亮
介
、
小
豆
畑
好
実
、

大
竹
莉
央
、
阿
部
知
華
、
生
田
目
真
悠
、

山
口　

萌
、
森
田
真
穂
、
大
島
多
真
枝
、

迎　

祐
奈
、
山
田
真
菜
、
山
下
裕
子
、

小
平
奈
央
、
山
下
智
佳
子
、
山
本
み
な
み
、

鮎
沢
ほ
の
か
、
三
瓶
理
乃
、
目
黒
美
澄
瑠
、

深
谷
茉
莉
子
、
鈴
木
瑠
奈
、
長
谷
川
舞
、

十
文
字
咲
、
橋
本
志
乃
、
関
谷
奏
乃
、

石
沢
早
紀
、
小
豆
畑
玲
奈
、
根
本
優
香
、

白
岩　

明
、
田
中
亜
海
、
田
中
真
海
、

穂
積
采
花
、
先
崎
莉
子
、
穂
積
詩
季
、

渡
部　

歩
、
緑
川
実
花
、
榊　
　

唯
、

平
岡
由
衣
、
渡
辺
千
由
里
、
森　
　

藍
、

緑
川
楓
花
、
山
田
実
穂
、
小
針
有
未
、

遠
藤
菜
々
、
関
澤　

美
優
、
鈴
木
愛
未
、

青
木
ひ
め
の
、
加
賀
谷
純
香
、
星　

愛
香

水
野
結
城
、
吉
田
賢
人
、
矢
内
利
春
、

円
谷
泰
仁
、
小
林　

怜
、
根
本
将
広
、

諸
岡
麗
央
、
郷　

温
稀
、
浅
道
昌
洸
、

佐
川
賢
樹
、
近
藤
大
輝
、
矢
内
佳
奈
、

水
野
怜
央
、
増
子
彩
音
、
郷　

琴
里
、

菊
池
朱
峰
、
小
林
笑
佳
、
大
塚
愛
美
、

郷
麻
紗
美
、
中
島
由
佳

荻
野
唯
人
、
鈴
木
啓
悟
、
中
村
一
真
、

迎　

悠
人
、
宇
佐
美
響
貴
、
大
越
和
久
、

荻
野
勝
之
、
藁
萱
拓
海
、
水
野
良
樹
、

中
塚
裕
貴
、
熊
倉
慶
汰
、
二
平　

楓
、

近
内
里
衣
、
圓
谷
利
奈
、
田
村
琴
深
、

松
山
星
花
、
荻
野
亜
美
、
遠
野
涼
香
、

近
内
李
紗
、
圓
谷
果
菜
、

近
内
結
菜
、
関
山
芽
以

桑
澤
紅
葉
、
塩
田
由
佳
、
渡
辺
千
鶴
、

瀧
口
咲
良
、
木
戸
ひ
ま
り

坂
本　

葵
、
飯
島
正
敏
、
我
妻
優
太
、

折
野
航
太
、
大
串
泉
生
、
久
野
美
沙
紀
、

南
條
真
帆

瀬
谷
直
矢
、
鈴
木
彰
一
郎
、
大
竹
浩
美
、

吉
田
つ
ば
さ
、
大
竹
菜
々

橋
本
和
樹
、
木
戸
優
香

十
文
字
善
紀
、
緑
川
善
大
、
芳
賀
大
輝
、

小
木
健
太
朗
、
小
木
優
実

保保保保保保保保保保
護護護護護護護護護護
者者者者者者者者者者
のののののののののの
みみみみみみみみみみ
なななななななななな
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
、、、、、、、、、、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

名名名名名名名名名名
前前前前前前前前前前
のののののののののの

名
前
の確確確確確確確確確確

認認認認認認認認認認
をををををををををを

確
認
を　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

特　　集 FEATURE ARTICLES

野
木
沢
小
学
校（　

人
）

２２

沢
田
小
学
校（　

人
）

２０

石
川
小
学
校（　

人
）

８４

中
谷
第
一
小
学
校（
７
人
）

母
畑
小
学
校（
５
人
）

南
山
形
小
学
校（
５
人
）

山
形
小
学
校（
２
人
）

中
谷
第
二
小
学
校（
５
人
）
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町 県 民 税 申 告 相 談 会 の お 知 ら せ  

申告日程により、忘れずに申告をお願いします ｡申告日程により、忘れずに申告をお願いします ｡
（郵送による通知は、ありません。）（郵送による通知は、ありません。）

申告は、前年１月から１２月までの金額の多少に限らず申告してください ｡　　　　　申告は、前年１月から１２月までの金額の多少に限らず申告してください ｡（内職も含みます ｡）（内職も含みます ｡）
※２月９日の申告相談は ､年金収入のみの方に限ります ｡　　　　　※２月９日の申告相談は ､年金収入のみの方に限ります ｡

申告相談会場等
申告相談地区

曜日日月
午 後午 前

●申告相談会場
　石川町共同福祉施設 (２階 )
　( 石川町商工会館内 )
　※申告会場は１カ所です。

●申告相談会場の電話番号

　�２６－１００４

●申告相談時間
　平成１８年２月９日 (木 )
　　　～　３月１５日 (水 )
　午前９時～午前１１時３０分
　午後１時～午後３時

●その他
①該当地区の相談日に都合により申告できない方は、
期限内の都合の良い日に申告してください。
　(土・日・祝日を除く )
　※最終日は ､大変混み合います ｡
②郵送による申告は、随時受け付けていますので、自
分で申告書を作成された方は、期限内に関係書類を
添えて直接、須賀川税務署に郵送して申告すること
もできます。

年金所得者のみ木９２月
母畑第一金１０

北　山上母畑月１３

湯郷渡火１４

山　形水１５

板　橋木１６

北山形南山形金１７

大　池・鳥　内上沢井・下沢井月２０

中　央・古　内竹　柄火２１

新屋敷赤　羽水２２

中　田木２３

谷　地形　見金２４

坂　路谷　沢月２７

双　里火２８

中　野水１３月
曲　木木２

塩　沢金３

北　町月６

三　芦・高　田新　町火７

古　町馬場町水８

荒　町・和　久南　町木９

本　宮新　田金１０

新屋敷 (石川 )王子平月１３

松木下・猫　啼当　町火１４

その他水１５

�������� 所得税確定申告 須賀川税務署
�０２４８―７５―２２０５ 町県民税申告 税務課課税係

�２６―９１１８

◆申告をしなければならない方
平成１８年１月１日現在、石川町に居住する方で、次のような方は申告
をしなければなりません。
●農業、商業、サービス業など、各種事業等を営んでいる方
●地代・家賃等の所得、不動産・株式等の譲渡所得、年金・内職等の
所得のあった方
●給与所得以外に所得があった方、及び二カ所以上から給与を支給さ
れた方
●国民健康保険に加入している方
（国保税の軽減に該当する場合があります）
●年金収入の方

持参するもの

●各種事業等の平成１７年中の収入、支出の決算書及び関係書類等
●印鑑
●国民健康保険税・介護保険料等の納入領収書
●社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（必ず必要）
●生命保険料・個人年金保険料・損害保険料などの支払証明書
●平成１７年中に支払った医療費の領収書（１０万円以上又は所得金額の
５％以上を支払った場合に所得控除の対象になる場合があります。）
●給与所得又は年金所得がある方は、源泉徴収票

農業所得を申告する方

●田・畑の耕作面積、野菜、果実、家畜等、全農作物（農作業受託料

を含む）の販売明細書等
●農業収入以外の収入（家賃・地代等）の明細書等
●中山間地域等直接支払交付金にかかわる収入・支出の明細書

営業・その他の所得を申告する方

●売上帳、仕入帳、棚卸金額。現金出納簿等の帳簿類
●営業・その他の収入を得るための必要経費の領収書等
※帳簿類や領収書等が不備ですと、再度申告相談に来ていただく場
合がありますので、あらかじめ帳簿類を整理してきてください。

国民健康保険税の軽減について

●国民健康保険に加入している方は、平成１７年中の所得が無くても（０
円）申告が必要です。
　申告しませんと、国民健康保険税の軽減（世帯の合計）が受けられ
ませんので、必ず申告してください。

注　意

※「町県民税の申告のご案内」の郵送による通知は、行いませんので
平成１７年中に前記の所得があった方は、各地区の申告相談日に必ず
申告をしてください。

※肉用牛の免税を受ける方は ､肉用牛売却証明書が必要ですので必ず
持参してください ｡提出のない方は ､免税牛の適用を受けることが
できません。
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●
石
川
町 

第
4
次
総
合
計
画
● 

④ 

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

産
　
業 
Ⅳ
 
Ⅳ
 
活
力
に
満
ち
た 

た
く
ま
し
い
ま
ち 

　

農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の

特
色
・
利
点
を
活
か
し
て
良
質
で
安
全
な

農
産
物
の
産
地
形
成
と
経
営
合
理
化
を
推

進
し
、
野
菜
、
果
実
の
振
興
、
家
畜
排
泄

物
の
適
正
管
理
、
集
落
営
農
体
制
の
整
備
、

遊
休
農
地
対
策
の
対
策
の
確
立
、
さ
ら
に

は
農
山
村
の
自
然
・
文
化
・
人
を
資
源
と

し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
対
応

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
・
林
業
は
林
産
物
の
供
給

だ
け
で
な
く
、
国
土
保
全
、
水
資
源
の
涵

養
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、
多
面
的
機

能
を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
森

林
資
源
の
保
全
と
活
用
、
さ
ら
に
は
森
林

経
営
の
改
善
を
図
り
林
業
の
振
興
に
努
め

ま
す
。

　

商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
商
業

環
境
の
整
備
を
促
進
し
、
地
域
に
密
着
し

た
商
店
街
の
形
成
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
に
立
っ
た
商
業
の
振
興
を
図
り
ま

　

生
産
基
盤
の
整
備
や
各
種
融
資
制
度
の

充
実
を
図
り
、
既
存
企
業
の
育
成
に
努
め

る
と
共
に
、
福
島
空
港
や
高
速
交
通
網
へ

の
近
接
性
な
ど
の
本
町
の
立
地
条
件
を
活

か
し
な
が
ら
企
業
誘
致
を
図
り
ま
す
。

石川町合併50周年記念特集 石川町合併50周年記念特集 

�
環
境
変
化
に
柔
軟
な
産
業
育
成
の
た
め
に

� 
農
林
業
の
振
興

� 
商
業
の
振
興

� 
工
業
の
振
興

　

多
様
な
利
用
の
可
能
性
を
秘
め
た
豊
か
な
自
然
や
福
島
空
港
、
高
速
交
通
網
な
ど
へ

の
立
地
優
位
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
、
魅
力
あ
る
農
業
や
、
地
域
に
密
着
し
た
商
店

街
の
形
成
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
な
ど
新
し
い
産
業
づ
く
り

に
努
め
、
豊
か
さ
や
ふ
れ
あ
い
を
高
め
る
基
盤
整
備
を
図
り
、
併
せ
て
人
口
２
万
人
を

回
復
し
、
阿
武
隈
地
域
の
拠
点
都
市
と
な
る
、
活
力
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

▲年間で１番の人出を記録する八槻市

　

雇
用
機
会
の
確
保
を
図
る
と
共
に
、
労

働
環
境
の
整
備
に
よ
り
魅
力
あ
る
職
場
づ

く
り
を
促
進
し
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
余

暇
活
動
の
推
進
な
ど
雇
用
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

� 
雇
用
環
境
の
充
実

す
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
機
能
を
高

め
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。



　
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
に
整
備
さ
れ
た
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
る

　
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
に
整
備
さ
れ
た
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
遊
歩
遊
歩

道
は
、

道
は
、湖
畔
の
散
歩
道
と
し
て
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

湖
畔
の
散
歩
道
と
し
て
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
つ
つ
じ
の
岬
、

　
つ
つ
じ
の
岬
、ツ
バ
キ
の
庭
、

ツ
バ
キ
の
庭
、モ
ク
レ
ン
の
広
場
、

モ
ク
レ
ン
の
広
場
、あ
じ
さ
い
の
谷
な
ど

あ
じ
さ
い
の
谷
な
ど

の
エ
リ
ア
が
配
さ
れ
、

の
エ
リ
ア
が
配
さ
れ
、も
ち
ろ
ん
新
緑
や
紅
葉
、

も
ち
ろ
ん
新
緑
や
紅
葉
、小
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
一

小
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
一

年
を
通
し
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

年
を
通
し
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
に
整
備
さ
れ
た
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
遊
歩

道
は
、湖
畔
の
散
歩
道
と
し
て
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
つ
つ
じ
の
岬
、ツ
バ
キ
の
庭
、モ
ク
レ
ン
の
広
場
、あ
じ
さ
い
の
谷
な
ど

の
エ
リ
ア
が
配
さ
れ
、も
ち
ろ
ん
新
緑
や
紅
葉
、小
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
一

年
を
通
し
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

入
口
に
あ
る 

案
内
板
を
見
て
、 

さ
あ
出
発 

湖を
 

眺め
なが
らの
 

散歩
は最
高 

7月上旬 あじさいの谷は 圧巻 
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�
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

　

今
出
川
、
北
須
川
を
は
じ
め
と
す
る
水

辺
資
源
や
温
泉
、
あ
る
い
は
、
和
泉
式
部

の
生
誕
地
や
自
由
民
権
運
動
の
発
祥
地
と

し
て
、
さ
ら
に
は
、
日
本
三
大
鉱
物
産
地

な
ど
を
活
か
し
た
観
光
資
源
の
充
実
を
図

る
と
共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
整
備
や
宿
泊
設
備
の
整
備
充
実

を
促
進
し
、
四
季
を
楽
し
む
通
年
・
滞
在

型
観
光
拠
点
化
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
周
辺
観
光
設
備
と
の
有
機
的
つ
な

が
り
を
も
っ
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
を
整
備

す
る
な
ど
、
広
域
観
光
の
振
興
策
を
推
進

す
る
と
共
に
、
商
工
会
と
の
連
携
強
化
及

び
観
光
物
産
協
会
の
充
実
を
図
り
、
観
光

Ｐ
Ｒ
活
動
、
誘
客
活
動
の
強
化
、
母
衣
旗

ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
特
産
品
の

開
発
に
努
め
ま
す
。

� 
観
光
の
振
興

�
豊
富
な
水
辺
資
源
を
生
か
し
た
公
園

�
母
衣
旗
ま
つ
り
に
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
ま
す

�
地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
観
光
資
源
の
整
備
が

　

進
め
ら
れ
ま
す



取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
１２
月
８
日
、町
長
室
で
石
陽
吟
詠
会（
斉
藤
司

郎
会
長
）
各
種
大
会
入
賞
報
告
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

　
秋
の
芸
術
祭
に
参
加
し
吉
田
多
平
さ
ん
の
全
国

優
勝
を
は
じ
め
、多
く
の
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
主

な
入
賞
大
会
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

●
１０
月
３０
日
開
催
、第
３５
回
ク
ラ
ウ
ン
全
国
吟
詠
コ

ン
ク
ー
ル
決
選
大
会
入
賞
　
中
田
輝
子 

●
１１
月
６
日
開
催
、第
４０
回
茨
城
県
芸
術
祭
吟
詠
剣
詩

舞
道
大
会
烈
公
杯
優
勝
　
石
陽
吟
詠
会（
女
性
５
名
） 

●
１２
月
４
日
開
催
、コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー

ル
決
選
大
会
第
４
部
優
勝
　
吉
田
多
平 

全
国
で
絶
賛

石
陽
吟
詠
会

身
近
な
冬
の
ス
ポ
ー
ツ

ス
ケ
ー
ト
場
が
オ
ー
プ
ン

子
ど
も
の
声
で

守
り
ま
す
防
犯
放
送

全
国
大
会
で
勝
つ
ぞ
� 

フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会

　
１２
月
１６
日
、役
場
放
送
室
で
広
報
無
線
の「
子
ど

も
を
事
故
・
犯
罪
か
ら
守
る
」
放
送
録
音
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
毎
日
夕
方
４
時
か
ら
流
れ
て
い
る
こ
の
放
送
に

は
、石
川
小
学
校
５
年
の
大
和
田
美
咲
さ
ん
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
は
じ
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
大
和
田

さ
ん
も
職
員
の
指
導
の
も
と
録
音
が
終
わ
る
と
、

元
気
に
「
最
近
子
供
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
や

事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、こ
の
放
送
で

犯
罪
が
な
く
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
夕
方
近
く
に
子
ど
も
達
が
い
ま
し
た
ら
愛

の
一
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
１２
月
２３
日
、母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

の
石
川
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。 

　
ス
ケ
ー
ト
は
身
近
で
体
験
で
き
る
ウ
ィ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
石
川
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
２
月

２６
日（
日
）ま
で
毎
週
月
曜
日
の
休
館
日
を
除
き
、

毎
日
開
場
し
て
い
ま
す
。
冬
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

風
を
切
っ
て
す
べ
る
ス
ケ
ー
ト
。
ぜ
ひ
一
度
ご
家
族

で
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　（
�
２
６
―
３
９
８
６
） 

　
１２
月
２１
日
、町
長
室
で
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
１５

回
全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
出
場
選
手
激
励

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
石
川
Ｆ
Ｃ
が
福
島
県
代
表
と
し
て
、全
国

４７
都
道
府
県
の
代
表
チ
ー
ム
と
共
に
１
月
４
日

か
ら
東
京
都
駒
沢
体
育
館
で
熱
い
闘
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、板
橋
助
役
か
ら
激
励
金
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
、代
表
で
高
久
田
皓
太
キ
ャ

プ
テ
ン
が
「
練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て
一
試

合
一
試
合
が
ん
ば
っ
て
き
た
い
」
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。 
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第
５８
回
成
人
式
に

２
２
５
人
が
参
加

勇
壮
に

消
防
出
初
め
式

　
１
月
８
日
、ク
リ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
で
石
川
町

消
防
団（
永
瀬
謙
助
団
長
）の
新
春
恒
例
出
初

め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
規
律
厳
正
に
閲
団
、分
列
行
進
が
行
わ
れ
た

あ
と
、昨
年
の
分
団
対
抗
無
火
災
コ
ン
ク
ー
ル
で

銀
賞
に
中
谷
分
団
が
、石
川
分
団
第
７
部
諸
岡
厚

亘
さ
ん
、正
弘
さ
ん
に
兄
弟
消
防
団
員
表
彰
が
西

牧
町
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
団
長
表
彰
で
は
消

火
活
動
協
力
者
と
し
て
迎
玉
代
さ
ん（
新
町
）遠
藤

光
枝
さ
ん（
渡
里
沢
）相
楽
ア
キ
子
さ
ん（
双
里
）へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、町
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ
、団
長
訓
示
な

ど
で
一
年
の
無
火
災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
１
月
８
日
、ホ
テ
ル
松
多
屋
で
第
５８
回
石
川
町

成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
２
２
５
人
（
対
象
者
２
６
５
人
）一
人

ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
、代
表
で
薄
井
政
樹
さ

ん（
板
橋
）岩
谷
飛
鳥
さ
ん（
曲
木
）が
西
牧
町
長

か
ら
成
人
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
今

年
か
ら
は
新
た
に
二
十
歳
の
抱
負
と
し
て
五
十

嵐
洋
文
さ
ん（
北
町
）西
牧
実
香
さ
ん（
渡
里
沢
）

が
二
十
歳
に
な
っ
た
感
想
や
今
後
の
目
標
な
ど

を
述
べ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
、華
や
か

に
着
飾
っ
た
友
達
と
の
再
会
に
胸
を
躍
ら
せ

て
い
ま
し
た
。 
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2月 ● February

勤労青少年ホーム

老人福祉センター

中島病院

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

やまもと内科クリニック
老人福祉センター

ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）
心配ごと相談・結婚相談
（１０：００～）

在宅当番医

すくすく教室（９：３０～）
１歳児健診（９：３０～）
３歳児健診（１３：００～）
パパママクラブ①

（１８：３０～）

在宅当番医
心配ごと相談（１０：００～）

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

15
16

17

18
19
20
21
22
23
24

25
26
27
28

石 川 町 2 ～ 3 月 の 主 な 予 定

3月 ●March

保健センター

中島病院

老人福祉センター
保健センター

保健センター

保健センター

浅川ファミリークリニック

保健センター

保健センター

高等学校卒業式
春の全国火災予防運動
１歳６ヶ月健診（１３：００～）
ひな祭り・耳の日

在宅当番医

心配ごと相談（１０：００～）
ひまわり教室・２歳児教室
（９：３０～）
３～４ヶ月児健診・ＢＣＧ

（１３：００～）
パパママクラブ②

（１８：３０～）

在宅当番医
中学校卒業式
すくすく教室（９：３０～）
確定申告最終日
離乳食教室（９：１５～）

�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�
�

1

2
3
4
5
6
7
8

9

10

11
12
13
14
15
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職
業
▽
郡
山
市
ピ
ア
ノ
プ
ラ
ザ
で
、
ピ

ア
ノ
の
調
律
師
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

仕
事
で
す
。
大
変
な
こ
と
も
多

い
け
ど
、
な
り
た
か
っ
た
職
業

に
つ
け
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

幸
せ
な
家
庭
を
つ
く
り
た
い
で

す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
２
人
授
か
り
、
孫
が

６
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を

５０

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結

２９

婚
、
専
業
農
家
で
水
稲
、
麦
、

た
ば
こ
、
乳
牛
、
加
工
ト
マ
ト
な
ど
を

生
産
し
て
い
ま
し
た
。　

歳
の
と
き　

６０

２０

年
間
出
荷
し
た
加
工
ト
マ
ト
を
や
め
て
、

庭
園
管
理
士
の
資
格
を
習
得
し
農
作
業

の
合
間
に
庭
師
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま

す
。

住所／赤羽字達中久保

江尻　政義さん (７３歳 )
初恵さん (７０歳 )

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������

�
�
�

字下泉

荒川　尚子さん
（２１歳）

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す

か自
然
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
き

れ
い
な
場
所
も
多
い
の
で
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
ず
に
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

価
値
観
が
合
う
人
。
一
緒
に
い

て
落
ち
着
け
る
人
が
一
番
で
す
。

次
回
は
、
荒
川
さ
ん
の
紹
介
で

小
豆
畑
健
さ
ん
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

政
義　

妻
と
温
泉
に
行
く
こ
と

で
す
。

初
恵　

漬
物
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

阿
武
隈
川
に
沿
っ
て
広
が
る
赤

羽
の
田
ん
ぼ
は
、
広
々
と
し
て

と
て
も
美
し
い
風
景
で
す
。
特
に
秋
は

実
っ
た
稲
が
黄
金
色
に
輝
き
風
に
な
び

く
様
子
が
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

働
く
場
所
の
創
出
、
そ
し
て
結

婚
を
促
進
し
若
者
た
ち
が
定
住

で
き
る
町
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

草野　 可 愛
か

   ちゃん
あい

平成１４年６月２２日生まれ

根本　 七 樺   ちゃん
なな か

平成１６年７月１７日生まれ

�
�
�
�
�
�
�
�
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（
曲
木
字
仲
ノ
内
）
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（
沢
井
字
十
三
塚
）
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中
央
公
民
館
事
業
「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
で
は
、　

月　

日
（
土
）
町
内
の
小

１２

１０

学
生　

名
が
参
加
し
、
須
賀
川
市
ム
シ
テ
ッ
ク
ワ

２７

ー
ル
ド
で
、
木
の
実
を
つ
か
っ
た
リ
ー
ス
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
講
師
の
先
生
か
ら
材
料

（
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
、
シ
ダ
ロ
ー
ズ
、
バ
ラ
の
実
、

ド
ン
グ
リ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
な
ど　

種
類
）
と
取
り
付

１５

け
方
の
説
明
を
受
け
思
い
思
い
に
作
成
。
材
料
を

さ
ら
に
工
夫
し
て
雪
だ
る
ま
を
つ
く
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
や
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
も
気
づ

か
ず
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
子
も
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ

ョ
ー
を
見
た
り
、
様
々
な
実
験
に
挑
戦
し
た
り
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲クリスマスのリースをつくりました

第11回

　高齢になってもできる限り自立して、自分らし
い生き方をまっとうすることが、高齢期の健康づ
くりの目標といわれています。年とともに、外見
上の変化ばかりでなく、目や耳、動きが鈍くなる
など身体の変化や、物忘れが増えた、愚痴っぽく
なったなど精神面での変化など、心身の働きも
徐々に低下してきますが、いわゆる老化を避ける
ことはできません。
　老化は誰にでも訪れるものですが、すべての人
が同じように進んでいくわけでもありません。老
化のスピードは人によって違うのです。皆さんの
身近にも「とても９０歳にはみえない」という元
気な方がいると思いますが、さて、何が違うので
しょうか。
　普段の生活も自立していて、生きがいや役割を
持って生活できる期間「健康寿命」を延ばす・・
といわれているのですが、７５歳頃から進む機能の
低下をどう防ぐのかがポイントといえます。転倒
や骨折、痴ほう、高齢による衰弱など全身的な衰
弱によるものをいかに発見し、早めに対処するか
（介護予防）が必要です。たとえば転びやすい、
あまり食べれない、口腔のトラブルがある、家に
閉じこもりがち、物忘れが増えているなどありま
せんか。病気や障害があっても、前向きに、でき
る限り自立した生活を続けていくという力強さこ
そ必要なのかもしれません。

��������	
����
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一  
夜 
館
 
  

跡
 
  

い
ち 

や 

だ
て 

あ
と

　
「
一
夜
館
」
名
称
の
由
来
は
、
後
三

年
の
役
（
１
０
８
３
〜
１
０
８
７
年
）

で
活
躍
し
た
鎌
倉
権
五
郎
影
政
が
一
夜

に
し
て
築
い
た
と
い
う
伝
説
か
ら
き
て

い
ま
す
。
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
白
河

方
面
の
敵
か
ら
石
川
地
方
を
守
る
軍
事

的
要
所
の
可
能
性
が
強
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
な
お
、
形
を
残
す
城
郭
や
土

橋
を
は
じ
め
約　

メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の

２０

断
崖
、
木
々
の
間
か
ら
見
え
る
景
色
は
、

古
く
か
ら
そ
の
土
地
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
は
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
は
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行

事
・
人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物

事
・
人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物

な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲阿武隈川から見た全容

�
城
郭
が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す

▲木立のあい間から晴れた日には那須
連峰などを見渡すことができます

▲土橋を渡ると出入口があります

「木の実をつかったリースづくり」

赤
羽



表紙の写真

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第227回  
　野木沢保育所 

施設の紹介
　今年度より年長児クラスが誕生し、活気にあふれています。５歳児（２０人）４歳児（１７人）３歳児（１２
人）計４９人の子ども達がこの季節は、かるた・トランプ・パズルや雪遊び、土手でソリすべりを楽しん
だりしています。 

編集後記
　みなさん愛着しているものが
ありますか？愛着（なれ親しんだ
ものに深く心がひかれること）住
んでいる家や家具、洋服、ノート
や鉛筆にいたるまで、人はすべて
の物質に愛着することができます。
大量生産大量消費の世の中に埋
もれてしまった言葉「愛着」。も
のが流行という言葉に流され、そ
してごみとなっていきます。この
ままでよいのかと考えながらまた、
ごみ箱へごみを…　　（吉田知克） 

　冬に葉が枯れたあとも葉柄の基部が残りユ

リ根のように見えることからこの名がある。や

や自然性の高い渓谷の落葉広葉樹林下などに

生育する。 

（写真提供／関根政信さん） 

　第一保育所に通う江尻琴星（ことせ）さん（右）
姫歌（ひめか）さん（左））曽祖父の昌一さん曽祖
母のテル子さんです。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

ユリワサビ（アブラナ科） 

【左上段】１２月１４日、須藤新三郎さんの炭
焼き釜で福島県広報誌グラフふくしまの撮
影が行われました。（左から須藤新三郎さん・
薄井菜摘さん・薄井麻希さん・矢内葉月さん） 
【右下段】１月８日行われた第５８回石川町成
人式の様子です。 

町の人口

18,761人（－  4） 

（  ）内前月比 

●1月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 
世帯数 

9,154人（－  8） 
9,607人（＋  4） 
5,595戸（＋  8） 

　１年間のいろいろな思い出を、共同制作で紙芝居にしました。春、夏、秋、冬、友達と過ごした日々は、きっと心に残ることと
思います。４月から全員１年生。とてもとても楽しみにしています。 

「一年の思い出紙芝居」 
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